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【適用範囲】

①適用可能な範囲

・適用函径:□600mm～□3,000mm(長方形断面についても対応可能です)

・許容推進距離:L=300m程度

・適用土質:取込型・・・標準土質(粘性土N<10、砂質土N<50)、砂礫層N<50、固結土N<50、玉石対応型・・・玉石層、軟岩層10MPa程度まで

・曲線条件:概ね函体内空幅×60～70倍程度(概要に記載の適応能力を御確認ください。)(ただし、ボックスカルバート継手部の許容値の確認が

必要です。)

・土被り条件:基本的には1.0D～20mとお考え下さい。(実績として、土被り0.9m(0.39D)での施工があります)

②特に効果の高い適用範囲

従来工法では施工ができないもしくは非経済的であった、①既設構造物(軌道や国道等)直下や、②低土被り条件下での函体列構築においては

経済的な施工および工期の短縮が可能で、かつ密閉型構造の掘進機により地表面のゆるみを最小限に抑制可能な工法と考えております。

【留意事項】

①設計時

(1)地下埋設物の十分な調査が必要となります。

(2)巨礫を含む土質や一軸圧縮強度の高い岩盤層等の条件では、事前の土質調査が必要となります。

②施工時

(1)大口径の函路を構築する場合には、使用する掘進機およびボックスカルバートともに大型となるため、搬入経路、投入機械について検討を要

する場合があります。

(2)交差点部の施工においては歩行者の安全確保が重要です。

【施工費について】

土質条件・路線条件等により、施工単価が大きく変化致しますので、お問合せください。その都度検討させていただきます。

従来開削工法や刃口推進工法で行われていた函渠布設工を密閉型掘進機で安全・確実に施工開発目標

技術名称

副題

推進工 土圧推進工

共同溝工 共同溝工（プレキャスト）

NETIS登録番号 ＡＢＣ推進工法（密閉型ボックス掘進機を使用したボックスカルバート推進工法）

ボックス製品を利用した新しい角型の地下空間構築工法

担当者

株式会社アルファシビルエンジニアリング

福岡県福岡市博多区山王１－１－１８

森田　智

　　　　　　　（特許番号：　　3422714「地中掘削機」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　

技術賞，審査証明等

多軸自転・公転式の掘進機において円運動の組み合わせにより、矩形断面を掘削可能な掘進機を開発（特許取得）致しました。

本掘進機により、従来開削工法や地盤改良を併用した刃口推進工法で行われていた『ボックスカルバートによる函渠築造工』を密閉型掘進機に

より布設可能となったことで、周辺環境（道路交通・地下水汚染）への影響を最小限に抑制しながら施工することが可能となりました。

本工法により、国道・高速道路や軌道下などの重要幹線下にも安全・確実にボックスカルバートの布設が可能となり、地下歩道や雨水管渠など

のインフラ整備事業に対する適用性を広げることができます。
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問合せ先

キーワード：推進工、ボックスカルバート

092-482-6311

技術概要：（300字以内）

sata

住所
arfa@oregano.ocn.ne.jp

推奨技術 準推奨技術
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ものづくり日本大賞 国土技術開発賞 学会賞 建設技術審査証明


